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海外と帰国と子どもたち 
 小路 清一 

「海外子女教育」という言葉を聞いたことはありません
か？世界 50 か国・地域に日本人学校が 88 校あり、2 万人
以上の義務教育年齢の子どもたちが在籍しています（2012
年文科省統計）。上海やバンコクでは2千人をはるかに超え
る大規模校です。国内と同じ学習指導要領に基づいた学習
をしています。海外子女教育振興財団が取りまとめ、国内
と同じ教科書の配布や教員派遣を実施しています。また、
現地校などに通いながら、週末や放課後に日本の教育課程
を学修する補習校が55か国・地域に202校あり、約1万7
千人が在籍しています。これらに在籍せずに現地校・イン
ター校のみに通う子どもたちもたくさんいて、海外で生活
している義務教育学齢の子どもたちの総計は6万7千人を
超えています。大阪府内全公立中学校 128 校の在籍数は約
5万6千人（2012年）ですので、それをはるかに超える数
の子どもたちが世界のあちこちで頑張っています。このよ
うに数字をみていくと、「日本」という国の海を越えた広が
りをあらためて感じませんか？しかし子どもの視点から見
れば、そのほとんどが親の（仕事の）都合で海外に出ます。
そして、日本に帰ってくる「帰国生」たちも、毎年 1万人
に達していますが、これも親の（会社の）都合で決まりま
す。私は「帰国子女教育を考える会」という任意団体の事
務局長として多くの悩みや教育上の問題に接する機会を得
てきました。不安定なアイデンティティー、周囲の「乗り」
が分からない、言語習得、進学などに苦しみながら日々過
ごす帰国生も多いです。「国際化」の一つの側面として、海
外で頑張っている子ども達や悩み多き帰国子女たちがいる
ことを覚えてください。彼らこそが日本の新たな可能性を
開いてくれる宝だと思いませんか？ 

 
To acknowledge the duty that accompanies every right 

 

 

日時：２０１４年４月１５日（火）18：30～20：20 

会場：土佐堀ＹＭＣＡ９０２号室 

司会：生地義治メン 

担当：Ａ班（生地、工藤、只野、丹吾、牧口） 

１．開会宣言・点鐘           岩 田 晋 会 長 

２．ワイズソング            一 同 

３．ゲスト紹介             司 会 者 

４．聖句朗読・メッセージ       小 畠 英 恵 メ ン 

５．食前感謝             小 畠 英 恵 メ ン 

６．晩餐と歓談            一 同 

７．ゲストスピーカー：日本ビルマ救援センター（BRCJ） 

代表 中尾恵子氏 

 『2011年以降のビルマと国境の様子及びBRCJの支援内容』 

８．ファンドオークション       岡 野 泰 和 メ ン 

 ＊使用済み切手・ﾌｧﾝﾄﾞｵｰｸｼｮﾝの品をお持ちください。 

９．ＹＭＣＡニュース            小路清一連絡主事 

10. インフォメーション               岩 原 義 則 書 記 

11. 誕生日・結婚記念日          岩 田 晋 会 長 

12. ニコニコ              司 会 者 

13. ＹＭＣＡの歌           一 同 

14. 閉会宣言・点鐘           岩 田 晋 会 長 

 
 

例会プログラム ４月 

４月の強調テーマ 〈YMCAサービス ASF〉 
ＹＭＣＡ、ユースとの1年を総括し、次年度に活かしましょう。 

  正野 忠之 Ｙサ・ユース事業主任（大阪河内） 

●ク ラ ブ（主 題） “ Dare To Try, Dare To Change! ” 

                   「動けば変わる、何かが変わる！」                     岩田 晋 会長 

●国 際（主 題） “ Go Ye Into All The World ” 

「全ての世界に出て行こう」               Poul V. Thomsen（デンマーク） 

●ア ジ ア（主 題） “ Start Future Now ” 

            「未来をはじめよう、今すぐに」                 岡野 泰和（大阪土佐堀） 

●西日本区（主 題） “ Attend club meetings with a clear motive to make the most of them.” 

            「志をもって例会に参加し、学びの機会をもちましょう」    高瀬 稔彦（岩国みなみ) 

●中 西 部（主 題） 「ワイズの価値を見直そう」  
ワイズは何をするところ？「見える化」「わかる化」「いかす化」   塚 理（大阪茨木） 

兄弟愛をもって互いに愛し、尊敬をもって互いに相手を優れたものと思いなさい。 

                                 ローマの信徒への手紙12章10節 

 

主 題 

聖 句 
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2014-2015西日本区事業主査・会長研修参加記 
3月8日、9日と新大阪のチサンホテルで次年度会長・主

査研修会がありました。右も左もわからない中での研修会
で、ＬＤ委員の奥田さんや他クラブのお会いしたことある
方々が声をかけてくださってほっとしました。8日には全体
での研修が多く、ワイズの活動についてを中心に、9日には、
各部に分かれて部長を囲んでの話し合いが行なわれました。
中西部の中には今回クラブ会長に初めてなられる方も半分
ぐらいいらっしゃってすごく親近感が湧き、お互い手を取り
合って頑張りましょう！ともお話ししました。部長の思い、
各主査さんの思いと各クラブ会長の思いがそれぞれあって、
それを出し合っていいものにしようと話し合いました。以前
行なった「わいわいまつり」のようなイベントがあればいい
な、という意見もありました。今回の研修会で全然ワイズの
ことを知らなかったなぁと実感し、またとてもいい勉強にな
りました。次年度の活動がいいものになるよう皆様ご協力よ
ろしくお願いします！     （次期会長：只野未来記） 

チャリティーボウリング大会へ参加しました 
2014 年 2 月 22 日桜橋ボウルにおいて午後 6 時スタートし

ました。参加者は久々に大勢の参加で 10レーン 40 名の参加
となりとても賑わいました。毎年クリスマス献金に大きく寄
与しています。次年度はもっと多くに皆様に参加をいただき
たいと思っています。           （奥田時夫記） 

  
 

  例会報告 

福島 眞一 

 雨が降るごとに少しずつ暖かくなってきた 3 月 18 日に、
４ヶ月ぶりにホームグラウンドの土佐堀YMCAに戻ってきて、
例会が開催されました。 
 最初に3月8日に亡くなられた小森メンに全員で黙祷を捧
げました。この報告書を書くために、私が参加した昨年の 8
月からのブリテンを読み返していますと、各所に小森メンの
原稿があることに気づき、熱心に活動されていたことを思い
返しました。生前のご活躍に感謝いたしますと共にご冥福を
お祈りいたします。 
ゲストスピーカーは朗読家の馬場精子さんで『没後三十

年、今も人々の心を打ち続ける詩―瞬きの詩人、水野源三の
世界―』と題して1984年に47歳で亡くなられた詩人水野源
三さんの詩の朗読と源三さんの生涯を紹介していただいた。
水野源三さんは、9 歳の時に赤痢を患いその高熱のため脳性
麻痺をおこし、やがて目と耳の機能以外をすべて失ったが、
瞬きにより詩を紡ぎ出した詩人です。馬場精子さんは水野源
三さんのすばらしい詩を、讃美歌をバックにして、美しい声
で朗々と読まれました。参加者全員が大変感動する時間を持
つことができました。 

 
 

役員会報告 

岩原 義則 

日 時：2014年3月25日（金）18：30～21：00 
場 所：奥田事務所 
出席者：岩田会長、生地、岩原、岡野、奥田、北村メネッ

ト、工藤、小路、永井、牧口、水口 
 
報告事項 
１．３月例会 
［3月18日（火）18:30〜20:20  大阪YMCA会館902号］ 
担当：Ｃ班（岡野、北村、小坂井、林、福島、水口） 
内容：ゲストスピーカー 馬場 精子さん（朗読家） 

 『没後三十年、今も人々の心を打ち続ける詩 
 -瞬きの詩人・水野源三の世界- 』 

出席者：メンバー15名、メネット2名、ゲスト3名、 
ビジター3名、メーキャップ1名、出席率16/20＝80.0% 
ﾆｺﾆｺ:11,000円/97,637円・ﾄｽﾌｧﾝﾄﾞ:2,790円/85,890円 

２．2014-2015西日本区事業主査・会長研修 
［3月8-9日（土･日）新大阪チサンホテル］ 
３．小森三省メン  お通夜：3月11日（火）19:00～ 
    城東玉泉院 ご葬儀：3月12日（水）13:30～ 
４．小森三省メン会員異動報告書提出 
５．西日本区への事業別送金（献金）の件 
 
協議事項 
１．４月例会 
［4月15日（火）18:30〜20:20  大阪YMCA会館902号］ 
担当：Ａ班（生地、工藤、只野、丹吾、牧口） 
内容：ゲストスピーカー 日本ビルマ救援センター 

（BRCJ） 代表 中尾恵子 
『2011年以降のﾋﾞﾙﾏと国境の様子及びBRCJの支援内容』 

２．大住畑（土佐堀ファーム）の契約について 
３．2014－2015 土佐堀クラブ役員候補案について 
４．役員の職分担・内容の再確認及び情報共有化について 
５．アジア・西日本区役員の支援体制について 
６．西日本区大会  「メモリアルアワー」 

追悼原稿・遺影提出、アピールタイム申込み 
７．2014－2015  西日本区ロースター校正 
８．IBC交流事業 
Ⅰ．香港ヴィクトリアクラブメンバー来阪 
4月8日（火）大阪クラブ例会に出席希望 
4月9日（水）1日観光⇒IBC ﾅｲﾄ（JR福島駅[和央]） 

Ⅱ．韓国地域済州区大会 済州市 
［5月24日（土） IBC三多クラブ金鐘徳メン総裁就任］ 

三多クラブ、ハンバットクラブ、韓国区ワイズ事務所 
（ソウル）、日本YMCAソウル事務所を訪問予定 

Ⅲ．アメリカ地域ハワイ区大会  
［5月30日-6月1日（金～日） ハワイ島キラウエア］ 

９．西日本区大会での65周年のアピールについて 
 
今後の行事等 
１．65周年記念事業委員会 第3回打合せ会議 
［4月8日（火）18:30～21:00 大阪YMCA会館6階］ 
２．４月第二例会（役員会、ブリテン委員会） 
［4月22日（火）18:30～21:00 奥田事務所］ 
３．京都キャピタルクラブ30周年記念 会費10,000円 
［4月5日（土）17:00～20:30 ｳｪｽﾃｨﾝ都ﾎﾃﾙ京都］ 
４．大阪ＹＭＣＡインターナショナルフェスティバル 
［5月17日（土）11:00～ 中津OYIS］ 
５．第17回東日本区大会 
［6月7日（土）浅草公会堂・浅草ﾋﾞｭｰﾎﾃﾙ（一日開催）］ 
６．第17回西日本区大会 
［6月14-15日（土･日）山口県岩国市「ｼﾝﾌｫﾆｱいわくに」］ 
７．大阪なかのしまクラブ・ﾁｬﾘﾃｨｺﾝｻｰﾄ 会費2,000円 
［6月21日（土）14:00～ 日本基督教団･東梅田教会］ 
 

３ 月 
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大住畑通信 （丹吾礼記） 

3 月 9日日曜日、あたたかい日でした。春はもうす

ぐそこかな？雑草抜きと水やりをしました。玉ねぎは

少し伸びてきたような気がします。そして、大きくな

ったキャベツを５つ収穫しました。現在の畑は玉ねぎ

とハーブが育っています。今回の畑作業でうぐいすの

鳴き声をうまれてはじめて聞いたことが嬉しくて、大

住まで来るのは遠いけれど畑がここにあって良かっ

たなーと思いました。 

 
収穫前のキャベツ 

キャベツの収穫 

 

International 
 

国際会長選挙結果 

International President Elect 

2014-15 
 

国際協会ワイズメンズクラブ 

2014-15年度次期国際会長に 

Mr.Wichian BOONMAPAJORN 

ウィチャン・ブーマパジョン 

氏（タイ・バンコク）が選出 

されました。国際協会に所属 

し、資格を有する全クラブの 

投票により前アジア会長のブ 

ーマパジョン氏がアイザック・ 

パラシンカル次期国際会長 

（インド）の次の年度の国際会長に選出されました。ブー

マパジョン氏の次期国際会長としての任期は2014年7月か

ら2015年6月末までの1年で、2015年 7月より国際会長

として1年の任期を務められる予定です。 

国際議員選挙結果 

International Council Member  

2014-16 
 
国際会長選挙とあわせて国際 

議員選挙も行われ、アジア地 

域からはMr. Edward ONG エ 

ドワード・オング氏（シンガ 

ポール）が選出されました。 

オング氏は現在アジア地域の 

LTOD主任として、アジア地 

域のリーダー・組織開発に尽 

力されています。国際議員と 

しての任期は2014年7月から 

2016年6月末まで、2015年7月からは岡野泰和アジア地域

会長の次のアジア会長を務められる予定です。2015年8月

京都で開催されるアジア地域大会にてブーマパジョン国際

会長、オングアジア会長の就任式が執り行われる予定です。 

 

 

 
シリーズ「私と海外」⑨（会員リレーエッセイ） 

異文化と世界地図 

工藤 義正 
 
私の父は戦争中、スマトラ島のメダンにあった陸軍病院

に配属され、任地への行き帰りの船が東シナ海やマラッカ
海峡で敵潜水艦に攻撃される恐れを味わった以外、幸いな
ことにほとんど戦闘にも遭わず、終戦後、無事生還しまし
た。昭和25年に大阪で生まれた私にとって、幼い頃、父か
ら聞かされるスマトラでの生活や現地の人たちとの交流な
どといくつかのインドネシア語が外国に関する唯一の情報
でした。小学生の頃には、テレビで放映されていた「パパ
はなんでも知っている」などのアメリカのホームドラマで
異文化の刺激を受けました。また、映画好きの母に連れら
れ、道頓堀の松竹座などで「ベンハ－」や「十戒」を見た
記憶があります。映画については映像の迫力以外、字幕に
ついて行けず、筋はわかりませんでした。中学になると、
ビートルズが来日、映画「サウンド オブミュージック」な
ど洋楽やミュージカルに興味が向き、東京オリンピックが
開催され、その都度世界地図を広げ、国やその場所を確か
めました。今も地図好きなのはそれが原因かも知れません。  

 

子供の頃、遠足が憂
鬱になるほど乗り物
酔いがひどく、バスや
船どころか飛行機は
もってのほかでした 
が、ついに昭和51年、 
大阪西南ロータリー 
クラブが提唱する若 
者の奉仕クラブ「西南ローターアクトクラブ（ＲＡＣ）」の
メンバーとして、近代化が始まりつつあった香港とシンガポ
ールを訪問しました。事前ミーティングでシンガポールでは
たばこの吸い殻ポイ捨ては罰金 3 万円と脅かされた時代で
した。翌52年には同じ青少年交流プログラムで戒厳令下の
韓国を訪れ、釜山でホームステイして、オンドルや金属の食
器と共に外国のおもてなしを初めて体験しました。映像や音
楽などから外国文化にあこがれを抱きつつ大人になりまし
た。今、地図が売れない時代です。書店で新しい世界地図を
買ってみたい気分になりました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３月例会出席者数 
メンバー   1 5 名 

メネット    2 名 

コメット    0 名 

ビ ジ ター     3 名 

ゲ ス ト      3 名 

出席者合計   23 名 

３月例会出席率 
会員例会出席者 15 名 

メーキャップ  1 名 

合  計   16 名 

現会員数   22 名 

出席率対象数 20 名 

出 席 率    80.0％ 

Ｂ Ｆ 
切 手  138 pt 

現 金 39,600 pt 

 

 

                 

今期合計 39,738pt 

ニコニコ 
3月分    11,000円 

 

 

 

 

今期合計 97,637 円 

TOSファンド 
3 月分       2,790 円 

今期累計  85,890 円 

 

 

 

残高合計  1,251,844円 
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■第２５２回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 
日時： ４月１８日（金） ７：３０～ ８：３０ 
場所：大阪ＹＭＣＡ会館 １０Ｆチャペル 

証し：古澤 秀利さん（高槻聖マリア教会 執事） 
 
＊大阪ＹＭＣＡ会員継続のお願い 

別途、皆様に郵送させて頂きました「会員登録申込書」

にてご継続の手続きと併せて、希望される活動の登録を

行っていただきます。担当スタッフにお渡し頂くか、Ｆ

ＡＸ。メールなどでも返送いただけますので、大阪ＹＭ

ＣＡ会員活動がより活発で 有意義なものとなりますよ

う、２０１４年度も皆様のご理解・ご支援を何卒よろし

くお願い致します。 

ＹＭＣＡニュース 

＜今月の題字写真＞ ビオラ スミレ目スミレ科スミレ属 
パンジーとよく間違われるが、パンジーの小輪種で花径
4cm以下をビオラと呼び、5cm以上をパンジーと呼ぶ。  
スミレ属のことをビオラと言う。   （撮影：奥田時夫） 

10日 灰谷 隅夫 

▽ ４月の予定 

▽ ５月の予定 

▽ ４月のお誕生日 

20日(火)クラブ例会(18:30～)     土佐堀YMCA902号室 
27日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
27日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 
 

8日(火)65周年記念事業委員会(18:30～)  土佐堀YMCA6F 
15日(火)クラブ例会(18:30～)     土佐堀YMCA902号室 
22日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
22日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 
 

▽ ４月の結婚記念日 

5日 灰谷 隅夫      6日 福永 勝・稔子 

17日 生地 義治・絹江  24日 牧口 光・麻衣 

 
４月例会ゲストスピーカー  
日本ビルマ救援センター（BRCJ） 代表 中尾恵子氏 
『2011年以降のビルマと国境の様子及びBRCJの支援内容』 
ビルマ（ミャンマー）の難民について私たちはどれぐらい
知っているでしょうか。最新の情報をお聞きしましょう。 

 

小森三省ワイズご逝去 
 
 小森さん、あなたは天に召されるのが余りにも早過ぎまし
た。「会者定離」という言葉があるのはわかっていても、私
は今でも信じられません。あなたがこんなにも早く私達の前
から去ろうとは。ご遺族やお友達、そしてワイズの私達にも
何の言葉も残さず、黙って逝ってしまった小森さん。 
お酒とタバコが好きで、ダンデイで、そして何よりも土佐堀
クラブを愛していたあなた。よい意味であなたは愚直でし
た。「愚直」という言葉はあなたのような方のためにあった
のかも知れません。あなたの、その独特のキャラクターは本
当に比類がなく、クラブにあっては一種の潤滑剤になってい
ました。あなたはムードメーカーでもあり、あなたがいる場
所には、不思議なことに、いつも笑いがありました。時々、
意外な言葉を発したり、想像だに出来ないパフォーマンスを
して、周囲を唖然とさせたり、皆を笑いの渦に巻き込んで平
然としていたあなたでした。「小森あるところ、笑いあり」
でしたよ。しかし、今回だけは、いつもと違いました。私達
は大きな衝撃を受け、深い悲しみに沈んでいるのです。土佐
堀クラブにポッカリと穴があいた感じです。小森さんが逝っ
てしまったということを誰が信じ得ましょうか。「遅れて来
てすんまへん」と頭を掻きながら、今にもあなたが私達の前
に姿を現すような気がしてなりません。 
あなたと初めて会ったのは、2008年11月8日の午後、韓

国の済州市でしたね。韓国で暮らす私は「済州のIBCを訪問
したいから現地で会いませんか」という連絡を受けて、小森
さんてどんな人だろうと、あれこれ想像しながら訪ねた済州
のホテルのロビーで初対面の握手。IBCの三多クラブは急遽、
特別例会を、とっておきの場所、名門ゴルフ場のクラブハウ
スで開いてくれました。メンバーと一緒に会食をして楽しい
ひと時でしたね。あなたとホテルへ帰る道すがら、IBCにつ
いて色々と話をしましたね。そして、ホテルロビーで別れる
時にあなたのおっしゃったひと言を私は今でもハッキリと
覚えていますよ。「IBC交流っていいものですなあ」。以来、
幾度も韓国のIBCを一緒に訪ねましたね。IBC交流の場所に
は、いつも小森さんの姿がありました。交流あってのワイズ。
あなたはそれを身をもって実践されました。 
二度に亘るクラブ会長、 

そして、メネット事業主 
査、西日本区2000推進チ 
ーム委員、大住農園長な 
どなど、自ら進んで色々 
な役職を引き受け、YMCA 
の行事にも積極的に参加 
して、大きな足跡を残さ 
れました。功績ばかりで 
なく、あなたが残したエ 
ピソードは数え挙げたら 
きりがありません。 
愛すべきワイズメン・ 

小森三省さん、どうか、 
お好きなビールを飲みな 
がら、ゆっくり休んで下 
さい。そして、私達を見 
守り、時には叱咤激励し 
て下さい。ご冥福をお祈 
りします。（岩田晋記） 

 

小森三省メン 


